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●

日

ア

ｙ
1
1ノ
・

マ
チ

ス
の
壁
書

里
　
見
　

安
　
吉

フ
ラ
ｙ

ス
か
ら
遥
々
と
日
本

に
互
匠
マ
チ
ス
の
好
意
に
よ
つ

画
業
六
十
年

の
結
晶
と
も
い
う

品
を
淫
り
來
つ
て
大
が
か
り
の

令
（
の
一
つ
一
つ
の
前
に
立
ち
っ
く
し
た

ｙ
　
野
獣
派

の
釦
と
い

わ
れ

る

’
チ
ス

が

・
ご
礼
拜
堂
の
壁
画
を
製
作
中

だ
と
聞
い
た

心
の
は
数
年
前
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
ほ

が
催
さ
れ
た
事
は
深
い
喜
び
で

あ
る
。
　

ち
に
は
合
点
の
ゆ
き
か
ね

ろ
勁
向
で
も

八
十
才

の
老

芸
術
家
が
そ
の
澄
み

き
　

る
と
思
っ
て
い
た
。
此
度
そ

の
労
作
を

つ

た
心

境
に
弓
か

ぷ
グ
イ

ジ
オ
ン
を
美
　

見
せ
て
も
ら
い
。
更

に
自
分

の
制
作
態

し

い
線

に
託
し
て
描
き
出
し
た
ヴ
ア
ソ
　

度
を
も
窺
え

る
よ
弓

に
と

マ
チ
ス
自
身

ス
礼
拜
堂

の
壁
画
り
、
其
の
清
楚
と

単
　

の
配

慮
に
よ
っ
て

陳
列

さ
れ
た
七
十
餘

純

と
深
み
と
、
そ
こ
か
ら
涜
れ
て

来
る
　

点

の
汕
鉉
と
素
描

と
を
順
を
沮
弓
て
見

感
情

と
を
以

て
見

る
者
の
魂
を
し
づ
め
　

る
に
っ
け
、
此
の
巨
人

の
変
化

に
富
ん

る
。
私
は
深
い
感
動
を
以
て
し

ば
ら
く
　

だ
歩
み
を

Ｉ
応
あ
と
づ
け
て

見
ろ
こ
と

が
出

夾
た
・

そ
じ
て
再

び
此

の
礼
拝
堂

壁
葭
に
立
ち
か
。え
っ
て
見

る
と

、
こ
れ

は
芸
術

の
高
度
の
単
純
化

に
逹
し
か
小

宇
宙
で
あ

る
よ
う
な
感

じ
も
し
た
。
紜

画
に
つ
い
て
門
外

漢
の
自
分

が
此

の
単

純
な
壁
画
の
前
に
立
っ
て
無
限

に
想
像

が
膕

回
す

る
の
は
此

の
単
純

穴
線

の
中

に
抱
擁
し
て
い
る
世
界

が
大
き
い
か
ら

で
あ
ろ
う
Ｏ

私
は
か
つ
て
莊
ッ
テ
イ
チ

ヱ
ル
リ
が
晩
年
に
没
頭
し
た
ダ
ｙ
テ
鉤

曲
挿
耘
の
地
上
楽
園
や
天
堂
界

の
漂
渺

た

る
線

に
東
洋
的
な
美
し
さ
を
感

じ
た

こ
と

が
あ
っ
た
が
・

マ
チ

ス
に
於
て
は

更

に
意
識
的
な
東
洋

へ
の
接
近
感
が
与

え
ら
れ

る
。
「

肱
っ

く
東
洋
の
女

」
と

い
う
デ
ッ
サ
ン
に
は
仏
像

に
見
ら
敦
る

楾

が
感
じ
ら
れ
、
「

聖
ド
ミ
｛

ツ
タ

｝

の
手

の
。
墨

に
よ
る
習
作
叉

は
「

紳
祕

的
な
手
の
鉛

筆
習
作

」
を
見
た
と
き
、

中
宮
寺
の
如

意
諭
観
音
像
の
手

を
思

い

出
し
た
。

「

十
字
架
へ
の
迥

」
の
暴
と
毛
筆

の

下
鯉
は
ピ
ラ
ト
の
裁
判
か
ら
磔

刑
を
経

て
十
字
架
か
ら
ド
さ
れ
墓
に
濕
ば
れ

る

ま
で
の
キ
リ
ス
ト
受
驗
の
十
四
図
を
東

堊
に
Ｓ
字

型

に

遯
続
的
。に
描

い
て
い

る
。
そ

の
出

来
上
り
の
下
段

は
箝
く
ほ

ど

単
純
だ
が
、
一
つ
一
つ
の
習
作
を
見

る
と
、
淌
し
て
は
直
し
淌
し

て
は
直
し

し
た
丹
念
ご
研
究
の
跡

が
見
ら
れ
る
。

受
信
図
の
線

は
聖
母
子
図
と
聖

ド
ミ

｝一

ツ
ク
図
に
見
ら
れ

ろ
陂
れ

ろ
檬
な
線
で

ぱ
な

く

、

力

強

い
短

い
徨

で

あ

る
。
聖

母
子

に
も

ド

ミ

｝一
ツ

タ

に
も

目

鼻

を
描

か

な

い

マ
チ

ス

は
況

ん

や

キ
リ

ス

ト

の

顔
を

描

く

筈

が

な
い

が

、
受

難

図

の
第

六

図
｛

聖

ヅ

エ

ロ

｝一
ツ

タ

」
の

布

に

写
っ

た

キ
リ

ス

ト

の
顫

だ

け

は

目

鼻

が
描

か

れ

て

い

ろ
。

そ

れ
も

木
炭

習

作

の
時

に

は

円

み

あ

る

顔

で
あ

っ

た

が
・

完

成

の
下

萢

で
は

顛

こ

け

目

く

ぼ

ん

だ

す

ご
み

を

お

び
た

も

の

で

あ

る
Ｃ

石

河

画
伯

の
講

演

で
「

キ

リ

ス

ト

の
顔

を

描

き

度

い

」
と

い
っ

た

ゴ
ッ

ホ
と

、
「

キ

リ

ス

ト

の

顫

は
描

く

ま

い

」
と
い

っ

た

セ

ザ

ン

ヌ
と

を

面

白

ぐ

対
・
照

さ
れ

る

の
卆
・
聴

い

た

が

、

マ
チ

ス
は

布

に
写

っ

た

Ｒ
 Ｅ
 Ｆ
　」
 Ｅ

Ｃ
Ｔ

　Ｉ
　Ｏ

Ｎ

の

キ
り

ス
ト

の

顫

の
み

を

描

い

た

の
だ

。

象

徴

的

（

上
回

）
ヴ
ア
ン
ス
瞼
拜
堂
ス
テ
イ
ン

芦

．、ら
此

の
壁
画
の
全
休
か
ら
推
し
て
此

れ

ト
ク
ラ
ス
下
絵
（

右
圖

）
「

十
字
架
へ
　

齟

峠

叩

鬩

詣

几

佶

い

の
道
」
下
綸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

線
の
み

が
焼
・
き
出
さ
れ
な
こ
と
に
な
つ

て

お
り

、
、
色
彩

を
用

い

な

い

図

で
も

、ろ
。

油

絵

を
描

く

に

当 単

つ 純
て,な

は 摶

色

彩

の

純

度

を

最

高

に

保

つ

こ

と

に

苦

心

し

て

ヽ

少

し

で

も

湾

っ

だ

色

を

嫌

う

異

常

な

警

戒

心

か

ら

ヽ

白

い

陶

器

の

パ

レ

ッ

ト

を

用

い

て

色

の

純

度

を

猜

密

に

調

べ

た

と

伝

え

ら

れ

ろ

。

マ

チ

ス

は

此

の

壁

画

を

描

く

に

禺

っ

て

全

く

別

な

迺

か

ら

色

彩

を

導

入

し

た

。

其

の

色

彩

は

丘

の

上

に

建

て

ら

れ

た

礼

将

堂

に

射

し

て

来

る

日

の

光

を

ス

テ

イ

ソ

ド

ー

グ

ラ

ス

を

通

し

て

よ

び

入

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

壁

画

に

投

ぜ

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

南

測

の

窓

に

黄

・

銛

・

胥

な

ど

の

鮮

か

な

色

彩

の

海

草

の

様

な

模

様

を

描

い

た

ス

テ

イ

ン

ド

ー

グ

ラ

ス

が

あ

っ

て

、

室

中

を

通

し

て

来

る

無

色

の

光

が

こ

の

堂

を

照

ら

す

と

き

は

微

妙

な

色

調

を

た

？

よ

わ

せ

ろ

事

で

あ

ろ

う

。

私

は

シ

ェ

リ

ー

の

詩

の

次

の

一

句

を

想

い

出

し

て

こ

の

堂

其

も

の

の

も

っ

象

徴

を

考

え

た

ｏ
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ご

劭

日

Ｑ

口

富

。

（

西

南

学

院

大

学

歇

搓

）

！

こ

Ｉ
・

こ

Ｉ
こ

ニ

ー

ニ

・

‐
‐
｛

こ

・

‐
『

・
‐
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『
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・
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‐
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・
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・
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‐
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・
・
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・
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‐
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‘

Ｎ

Ｄ

Ｃ

合

本

斡

旋

に

つ

い

て

日

本

図

書

院

協

莇

で

は

次

の

通

り

Ｎ

Ｄ

Ｃ

の

合

本

を

発

行

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

の

で

福

角

石

図

書

泣

陷

勁

で

斡

見

い

た

し

ま

す

。

代

湮

同

封

の

上

七

月

二

十

日

迄

に

御

串

込

下

さ

い

。

２
１
丶 丶
内 刊

行
期記
容 日

３

丶

４

ゝ

定休

裁 硅i

七
月

十

日

本

表

猖

、
索

引

磑

の

合

本

、
補
訂

版

、
ｙ

八

五

〇

円

Ａ

５

仮

、
五

‘一

八
頁

上

質
印

刷
紙

使

用

禰

ク

ロ
ー

ス
特

濕

本

５
、
申

込

先
　
福
岡
市
東
公
園

福
岡
県
立
図
書
詑
内

福
岡
県
図
書
館
協
会
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七
、
受

講
者
迴
定
の
方
法

六 五 四 三 二

、
講
習
科
目
　
別

表
二

の
通
り

別
表
二
一
ヽ

司

書
講
習
科
目

丶

別

表
一

の
通
り

丶 丶

り
司
書
と
な
る
資
格
を
有
す

る

者

（

、
司
書
と
な
る
資
格
を
有
す

る

者
（

決
附
則
第
四
項

の
規
定

に

よ
り
司
書
補
と
な
る
資
格
を
有

す

る
者
を
含
む
。
）

’一
・

法
附
則
第
八
項
の
規
定

に
該

吝
す

る
者

２
、
司
書
補
講
習
の
受
講
資
格

イ
。
高

等
学
校
又
は
法
附
則
第
十

項
の
規
定
に
よ
り
高
等
学
校

に

含
ま
れ
ろ
学
校
を
卒
業
し

た
者

口
、
法
附
則
第
四
項

の
規
定
に
よ

り
司

書
補
と
な
る
資
格
を
有

す

る
者

学大州九 羇
至　　 自

十九　十七
月　一月
日　　日

講
習
期
間

名ＯＯ 二約者
受
歌講

根広宮崎福
晏倏町 捫

媛山鹿本佐

口児 ｀賀， 大 、
島倚分長

受

講

区

域

乙

群

甲

群
群

遖 ｼﾞ社
言

｜

図図

書書
餃鴕
施史
設

迴

択

蚪

目

-

２
．
滾

択
科
目
　
（

荅
群
に
わ
た

っ

て
そ
れ

ぞ
れ
一

単
位
以
上
を
修
得
す

る
こ
と
）

イ
・

法
附
則

第
四

項

の
規
定
に
よ

り
司
書
補
と
な
る
資
格
を
有
す

る
者

口
、
高
等

学
校
又

は
法
附
則
第
十

項
の
規
定
に
よ
り
高
等

学
校
に

含
ま
れ

る
学
校
を
卒
業
し
た
者

八

、
申
込

の
方
法
（

省
略

）

九
、
そ

の
他

受
講
者
の
集
合
日
時
及
び
宿
舎
等

詳
細

な
事
項
に
つ

い
て
は
、
追
っ
て

逖

絡
す

る
。
　
　
　
　
　
　

｀

別
表
一
　
　（

関
係
分
の
み

）

丸善の図書館用品

二
．
司

書
補
講
習
科
目

１

、
必
修
科
目

カー ド類 、ラベ ル、原簿 、分類 簿 、

分類 板 及代 用板 、カー ド容器ヽ其 ノ他

※　カード類は強靱な紙質を渭ぴ

別､漉したもので、特に入念に

製作致して居りますＯ

※　図書艙用品の御整備及び図書

室設備、設計には特に御相談

れ:応じます。

カタログ逵呈

福　岡　市　 上　西　町

丸善株式會瓧 禧岡支店
電　話　東　③　4831 － ３

口
ヽ

法
附
則

第
四
項

の
規
定
に
よ
　
　

２

、
司

書
補
講
習

図
書
館
法
施
行
規
則
（
昭

和
一
一
十
五

年
文

部
省
令
第
二
十
七
咢
）
第
九
陥

の

規
定
に
基
き

、
昭
和
二
十
六
年
度

に
お

け
る
司

書
及

び
司
書
補
の
講
習
を
次
の

よ
弓

に
定

め
る
。
’

昭
和
二
十
六
年
六
月
六
日

文

部
大
臣
　
　

天
野
　

貞
砧

昭
和
一一
十
六
年
度
国
書
飮
専
門

的

職
員
養
成
講
習
實
施
要
綱

一
、
受
諧
資
格
者
　
　
　
・

１

．
司

書
講
習
の
受
講
資
格

イ
ヽ
大

学
又

は
図
書
館
法
（

昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
十
八
咢
。

以
下
「

法

」
と
い
弓
。
）
附
則

第
十
項
の
規
定
に
よ
り
大

字
に

含
ま
れ
る
学
校
を
卒
業
し
た
者

司

書
及
び
司

書
補

の
講
習

の
受
講

者
は
、
次

に
掲
げ
る
順
位
に
よ
り

文
部
省
に
お
い
て
逕
定
Ｌ

、
瀉
定

後

は
受

講
者
に
通
知
す
る
。

１

．
司

書
講
習

イ
ヽ

法
附
則
第
八
項
の
規
定

に
該

吝
す
る
者

口
、
法
附
則
第
四
狷

の
規
定
に
よ

り
司
書
と

な
る
資
格
夕
・
有

す
る

者

（

、
大

学
又

は
法
附
則
第
十

項
の

規
定
に
よ
り
、
大

学
に
含

ま
れ

る
学
校
を
卒
業
し

た
者

1
1’
法
附
則
第
四

狷

の
規
定
に
よ

り
司

書
擂
と
な
る
資
格
を
有
す

る
者

乙
群 霖　1･

圖図ジ社社

書書ヤ会会
及解１歇学

び題ナ育
印及り
制びズ
史図ム

書
評

論

図図持成学･
書書殊人校

餘眩餐数散
史施料育育
設　 とと
図公
書共

館図

書眩

圖

択

科

目

２
ヽ

遲

択
科
目
　

（

各
群
に
わ
た

つ
て
そ
れ
ぞ
れ
二

単
位
以

上
を

修
得
す
る
こ
と
）

④
文
部

省
告
示
第
二

十
四

號

覬児図図レ図図図図図
聰童書書フ書書書書書
覚に館渥ア分目瀉饋館
資対対用レ類鐚擺実通
抖す外法ソ法法法務論

る活　 ス
図勁　・
書　　 ワ
飮　　 １

奉　　 夕
仕

必

修

畊

目

一一 一 一 一 一 一　 一 一 一一

単
位
歌

１

、
必
修
科
目

ヨ 共 固 書 館 監 査 基 準

オーヽイオ州立図書館

館 長　ボ ウル・Ａ・Ｔ・メーン

建築及び設備について

独立建造物であるか

中心街附近に位置するか

単独の鬩管室であるか

備品（鬩費用机・椅子・カタログキヤ

ピネツト・グアーテイカルフアイル・

時報告知板・嫖詰棚・新聞涸賢台

・タイプライター・貸出台）

事務室を有するか

五年毎に修理Ｌ、手入の行屆いた建物

･． であるか

評点　　 得点
｛

／
｀

１

１

２

１

”
　

ｙ
　

〃

四

~

建物に標識があり、快跏.な環境であるか

廚火建築であるか、災害保険に加入して

いるか、財産目録を備付けているか

計

願書について

蔵徊はすべて登箴されているか

デュ ーイ十進法により分類され．且図書

の背面に明瞭に記入されているか

図書の貸出にはカード式が用いられてい

ゐか

書架目箟に全蔵書が收錐されているか

著者名及び書名カードが完備しているか

件名カードを有するか

計

館員について

專任司書を擁するか

蔽 書2刀册毎に司書補一名を置いているか

年間１部若しくはそれ以上の専門的艨詰

を読んでいるか

年間３册若’しくはそれ以 上の専門的図書

を･膕 んでいるか

オ･ イヽ オ図書館協会及びアメリカ図書館

協茹の会員であり、且その専門的協議会

に出席しているか

舘員の養成について

高等ぶ’咬致育を受けた者（同等程度と認

められた場合を除く）

若干の専門学校教育を受けた者（卒業の

場合を除く）

専門学液卒業者

図書館学校に於て六週間の夏季講習を受

けたもの（六週間以上を含む）

公認図書館学校卒業者

計

圖書館協議會について

州法により任命された委員であるか

定･数出席の下に毎月定例の協猥必を開催

しているか

総予算が協議会の会計委員又は館長によ

り混用されているか

毎年度予算案は館長により作成され、協

頂蓊が承認しているか

図書館税収に蜀する年間報告を新聞社及

｛
　
｛

１

１

１－
10

2

3

2

1
１

１

1
0
　
　
１

１

１

１

１

１

１

２

１

５

1 ０

1

1

1

1

~一

心

"

"

"

"

べ

~-

"

"

"

べ

"

"

心

”
　
〃
　
　

ｙ

"-

"

"

"

"

"

び州立図書鰉に沿付しているか

計
館外活動について

図書館の利用度を高める分館及び配本所

を設けているか

学校分館を有するか

地元に無料解放しているか（郡立図書館

を除く）

郡部の学校に貸出文庫を持っているか

農場、刑務所に図書及び雑誌を配本して

いるか

病院に配本しているか

計
協力について

各種団体のための専用の会議墮を館内に

設けているか

圸方各種団体のための集書を設けている

か（覯のしつけについてのＰ・Ｔ・Ａ用

書架など）

クラブ等の例年の寄贈及びクラブ組織に

対する図書館の援助が行われているか

凡ゆる団体の積極的な関心と助力、特に

成Å､団体の坿加持別会計予算鑷得に対す

る援助などが行われているか

新聞其他による宣伝が行われているか

計

１

－

５

２

２

２

２

１

１

10

１

１

１

"
-

"

｝
｛
　
　
｛

｛

一

心一

心

"

~

心

総　計

帶出者登録について

１

１

－

５

－

５０

"

"-

~一

心

帯出者登録案内規則、保証八（憚冢金）等一 一

登録人員総計一 一 成年者¬ 一 未成年者一

登録管外居住者一 一 管外居住者登録規定－二
登録期間

帯出規則について

同時に瞽出できる図書数一 一 帯出期限一 一

帯出禁ｉ 規則

參考事務について

蕷潛指導

一 一 一 一 一 一

オハイオ州内の他の大図書館と逹絡があるか一一

_- 一 一　　　 一 一　 その頻度一

参考質疑の例-　　　　　　　　　　　　－
州立図書呟から図書を借用することがあるか一一

借管噐求度数一 一 一入手度数一 一 一 一

戯曲一 一 小毳一 一 非小設一 一 詩一一ｎ

其他州立図書館の利用一 一　　　　　 一一

成人我寶　　　　　　　　　　　　　　　　　’
猥褻（フォーラム）一 一Ｙ・Ｍ・Ｃ・Ａ

婦人団体一 一 一一 夜間学校

其他の成 ぺ歡育活動-
電
②
１

三
六
八
〇

金
　

文
　

堂

福
　
岡
　
市

新　 堂

天
　

町

・
五

九
八

九 店

御
註
文
晶
は
迅
逋
に
取
揃
え
て
御
迭
み
し
ま
す

図
書
室
の
完
備
に
は
是
非
御
利
用
下

さ
い

教
養
回
書

娯
楽
圜
書

農
業
回
書

」
品

揃

び
Ｈ

労働組合学級一 一 一 語学研究会一 一 一

これら赭面體に剽する館外活動

館内に於ける会合一 一 一 宣　伝一 一 一

特別.擺書一 一 一 館外奉仕係司書一 一 一
-

一 一

アメリカ図書館協煢援助一一 一 一
個ぺ的読書目録一 一 一ﾗ ﾁﾞｵ 指導-.-

其他の活動

成人教育委員齏一 一 一 眩側委員
以 上はＭ. Ｗ.Ｓａｎｄｏｅ氏ggCounty Library Ｐｒｉｍｅｒ･

Ｎ･Y.1942.  H. W. Wilson Ｃｏ,よ り の引 用 で あ るｏ 昿長 の命

を 受 け 何 等 かの 参 考 に な れ ば と 訳 出し た 。訳 文 につ い て

不圖 の 点 が あ れ ば 弭 叱 正 願 い た い 。 （ 木 村 ）



第 六 咢岡

羂

圖

縣

立

圖

書

館

規

則

抜

萃
（

昭

和

廿

六

年

六

月

二

日

改

正

）

第
I
章

總
　

則

第
一
暎
　

福
岡

県

立
図

書
館
（

以
下

本
館

と
にい

う
）
は
、
図
書
館
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第

・
百

十
八

咢
）
の
睛
紳
に
も

と
ず
い
て
同
法
第
三

條
に
規
定
す
乙
図
書
館
奉
仕
を
な
す
こ
と
を
も

っ

て
目
的

と
す
る
。

第
一
一
陥
　

本
館
の
定
期
休
館
日

は
、
次
の
通
り
と

す
る
。

化　　 福

-

四三二一

文1951.7.10

歳
始
（

一
月
一
日

か
ら
同
五
日
ま
で
）

国
民

の
覗
日

本
館
創
立
記
念
日
（

十
一
月
十
日
）

す
）
と
す
る
。
但
し

、
特
別
の
事
由

に
よ
っ
て

館
長
の
許
可
を
受
け
た
も
の
は
こ

の
限
り
で
は

な
い
。

第
十
條
　
小

学
校
の
児
童
は
児
童
室
で
閲
覧
す
る

も

の
と
す
る
。

２
　

中

学
校
牛
、徒
は
図

書
の
性
質
に
よ
っ
て
児
童

図
書
室
の
利
用
を
許
す
こ
と
が
で
き
ろ
。

第
三
章
　
圍

甞
携
出
閤
覧

第
十
一
陥
　
本
館
の
図
書
を
鬩
出
鬩
豎
し
よ
う

と

す
ろ
場
合

は
、
所

定
の
用
紙

に
所
要
の
事
項

を

記
入
し

ご
記
名
な
っ
印

の
上
ヽ

保
証
金
を・
添
え

て
提
出
し
鬩
出
鬩
豎

券
及

び
保
証
金
納
付
稍

証

を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　

保
証
金
は
閼
出
図
書
の
価
格
が
三
百
ｍ

未

満

の
場
合

は
三
百
円
と
し
・

三
百
円
以
上
の
場

合
は
百
ｍ

未
満
を
。坿
す
ご
と
に
百
ｍ

や
坿

す

も
の
と
す

る
。

３
　

保
証
金
の
納
付
は
現

金
を
も
っ
て
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。

曝
書

期
（

十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
中

お
　

４

よ
そ
十
日

間
）

五
　

館
内
整
理
日
（

毎
月
二
十
五
日
）

六
　

歳
末
（
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
三
十
一

日

ま
で
）

２
　

前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
館
長

が
必
要

と

認
め
た
場

合
は
、
臨
時
に
休
館
す
る
こ

と
が

で
き
ろ
。
但
し
・

こ
の
場

合
は
そ

の
都
度
予

め
日
時
・
を
告
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三

條
　
開

館
時
間

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で

と
す

る
。
但
し
ヽ

そ
の
時
間

は
都
合
に
よ

り
伸
縮
す

る
こ
と
が
あ
る
。

第
六
陥
　
図
書
館
資

料
を
亡
失
又
は
汚
損
し
た
者

は
ヽ

館
長

の
指
示

に
従
っ
て
現
品
又

は
相
吝
の

代

価
を
も
っ
て
弁
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　

回
書
飮
内
閲
覧

第
八
僅
　

本
館
鬩
豎
室
に
お
い
て
同
時

に
借
り
受

け

ろ
こ

と
の
で
き
ろ
図
書
は
、
三
册
以
内
（

和

装
書
は
Ξ
冊
を
も

っ
て

洋

装

書

一
珊

と
み

な

第

二
十

條
　

鬩
出

図

書

を
期

間
内

に
返

納

す

ろ
こ

と

を

怠

り
ヽ

を

の
・
他

不

都

合

の
行

いい
が
あ

っ

た

場

合

は

、
一

定

期

間

携

出

鬩
萓

か

停

止
し

、
又

は

携

出
鬩

覧

労

を

無

効

と
し

再

交

付
し

な
い

こ

と

が
あ

ろ
・
。

第

二

十

三

蝣
　

保

眸
金

の
払
戻

し

Ｉ‘ｙ

受

け

よ

う

と

す

る
場

合

は

、
携

出

図

書

を
返

吶

し

た

の

ち

携

出

閲

豎

劵
及

び

保

詼
金

納
付

釉

証
か
・
提

出
し

、

本

館
所

定

の
用

紙

に

所

要

事
項

を
記
入

し

て
記

名
捺

印

の
上
ヽ

こ
れ

か
・
請

求
し

な

け
れ

ば

な
ら

な

にい
。

第

四

章
　

貸
出

文
廈

第

二
十

四

暎
　

貨

出
文

庫

け
図

書

館

、

学
校
ヽ

公

民

館
ヽ

官

公

署

。
そ

の

他
館

長

に

お
い

て
必

要

と
詔

め
た

箇

所

に

こ
れ

や
廻

付
し

、
地

方
公

衆

に
鬩

豎

の
便

を

あ

た
え

ろ
も

の

と

す

ろ
・
。

第

二
十

五
際
　

貸

出
文

庫

の
廻

付

を

受
け

よ

う

と

す

る
場

合

は

、
前
記

各

箇

所

の

責

任

者

は
館

長

に
こ

れ

を
請

求
し

↑政
け

れ

ば
な

ら

か
こ
い
。

な
黔

万

年
以
前
出
版
の
図
書
に
館
長
ぶ
　

Ｘ
　
貸
出
文
庫
の
圖
付
丿
濯
ス

場
治
に
請
求
者

そ

の
価
格
を
査
定

す
る
。

第
十

七
隆
　

左
の
各
号
の
一

に
該
吝
す
ろ
図
書
は

閔
出
鬩
覧
を
許
さ
な
い
。
一
貴
重
図
書
、
郷
土

誌

料
、
辞
書
、
そ

お
書
、
咼
帖
ヽ

目

箟
ｎ

。

一
　

館
内
に
お
い
て
闃
萓

の
多
い
図
書
。

一
　

新
着
未

箍
理
の
図
書
及

び
保
管
委
託
の
図

書
で
委
託
者

が
承
認
し
な
い
図
書
。

第
十
八
條
　
同
時
に
閼
出
す
ろ
こ
と
の
で
き
る
圖

書
の
冊
数

は
二
珊
以
内
と
す
る
。
但
し

、
和

装

書
に
つ
い

て
は
第
八
條
の
規
定

を
準

用
す
ろ
。

第
十
九
絛
　
閼
出
鬩
鬯

の
期
間
は
一
回
十
日
以
内

と
す
る
。
但
し
ヽ

遠
隔
の
咄

に
あ
っ
て

ぱ
、
さ

ら
に
五
日
間
以
内
こ
れ
を
延
期
す
ろ
こ

と
が
で

き
ろ
。
な
お
、
本
館

の
都
合
に
よ
っ
て

は
、
期

間
内
に
お
っ

て
も
返
納
さ
せ

ろ
こ
と
が
あ
る
。

２
　

前
項
の
期
。簡
廣
了
後
な
お
引

続
き
鬩
出
閲
覧

し
よ
う
と
す
ろ
場
合

ば
・

閼
出
鬩
覧
男
を・
提

に
お
い
て
こ
れ
が
管
咄
の
責
に
当
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
陥
　

貸
出
文
庫

の
使
用

期
間

は
、
’で
の

交
付
夕
受
け
九
日

か
ら
二
箇
月
以
内

と
す
る
。

１

第
二
十
七
巓
　

貸
出
文
庫

ふ
図
書
か
亡
失
叉

は
汚

損
し
た
暘
合
は
ヽ
そ
の
管
理
・者
に
対
し
て
第
六

煦
の
規
定
を
準
用
す

る
。

第
八
章
　

鴾
　
　

則

第
三
十
六
陥
　
こ

の
規
則
の
施
行

に
つ

い
て
必
要

な
緇
則
並
び
に
必
要
な
書
類
の
様
式
倥
館
長
に

お
い
て
こ
れ

を
定
め
ろ
。

附
　
　

則

１
　

こ
の
規
則

ぱ
昭
和
二
十
六
年
四

月
一
日

か
ら

こ
れ
を
岫

用

す
ろ
。

出
し
て
館
長
の
許
可

を
徑
な
け
れ

ば
な
ら
な
　

２

い
。

槊
岡

県
立
図
齊

臨
規
則
（

昭
和
二
十
二
年
福

岡

県
規
則
第
一
一
十
三

号
は
廃
‐
に
す
る
と

- Ｉ ・- Ｉ・ ㎜
●・- ●・ ㎜ ｌ ｌ- ●・- ａ ●皿

●ｓ- ● ●-

■ - ■ ● ㎜
㎜ ●ｌ- ●ｌ ㎜ ・ Ｓ皿 ・ ●㎜

● ㎜ ■ Ｉ 皿
皿 ｌ・ 皿 ・ｉ 皿 ・・ 皿

ｎ
ｕ
あ
と

が

き
ａ

Ｖ
　
第
六

号
を
お
屆
け
す
る
。
里
見

安
吉
氏
よ
り

マ
チ
ス
の
壁
画
に
つ
い
て
の
玉
稿
ｙ

得
た
こ
と

は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
今
後
も
「

文
化

福
岡

」
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ

う
、
つ
と
め
て
あ
ら

ゆ
る
文
化
面

に
互
っ
て
収
録
し
た
い
。

Ｖ
　

予
算
の
関
係
で
隔
月
発
一行
は
破
格
に
守
れ
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
代
り

に
紙
面

の
充

実
に
力
を
注

ぎ

た
い
。
各
位

の
御

寄
稿

を
鬮

む
。

Ｖ
　

本
館
で
は
第

一
・
第
三
土
曜

に
映
画
、
第
二

・

第
四

土
曜
に
こ
ど
も
の
た
め
の
齏
を
も

っ
こ

と
に
し

て
い

る
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秋
か
ら
は
レ
コ

ー
ド

ー
コ
ソ

サ

ー
ド
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開
催
の
予
定
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あ
ろ
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▼
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四
日
や
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本
館
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新
築
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年
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迎
え

た
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遅

々
た
る
歩
み

で
は
あ
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基
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出
来
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築
実
現
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一
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が
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▼
　
い
よ
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よ
図
書

館
職
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講
習
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は

じ
ま
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。
煢
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と
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ろ
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苦
労
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と
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た
い
が
お
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頤

張
ろ
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。

擶
蔭
や
お
の
お
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ジ
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岡
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